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１．研究計画の概要 
本研究は、近世ヨーロッパにおける政治社会
における宗教の位置づけの変化、国家領域を
超えた人や集団の結合が領域国家の政治的
歴史展開のなかでどのような役割を果たし
たのか、商業空間の急激な拡大とその質的変
化という、三つの歴史的展開を重視している。
そしてこれらの展開を一国史の枠組みに基
づいた内的発展に限定してみるのでなく、国
家領域にとらわれない宗教的・政治的・経済
的ネットワークの観点から具体的に検討す
ることによって、近世ヨーロッパ史を新たに
構想しようとするものである。10名の研究分
担者・連携研究者・研究協力者の協力を得て、
ヨーロッパの多地域からの視座を生かしな
がら、総体的なヨーロッパ像の把握に務めて
いる。 
 
２．研究の進捗状況 
2006 年から 2008 年にかけては、研究代表者・
西川および研究分担者・勝田俊輔・大峰真理
（2008 年のみ手続き上の理由で連携研究者）
はこれまでの個別研究テーマを推進し、総合
研究をまとめるために、年に６～８回にわた
る緊密な討議を重ねて研究内容の連携をは
かった。その際に、ナント王令の廃止と名誉
革命がおこった 1680 年代を、近世ヨーロッ
パにおけるひとつの転換点とみることがで
きないかと着目し、この１０年間を中心に総
合的なヨーロッパ像の把握に務めている。具
体的には、西川は主にイングランドを中心と
した出版およびプロテスタント・ネットワー
ク、勝田はアイルランドとイングランドの政
治関係とジャコバイト・ネットワーク、大峰
はフランスを中心としたジャコバイト・ネッ

トワークと商業ネットワークを主に重点的
に分析を行なってきた。その過程で、１６８
０年代の複数のネットワークの結節点とな
ったオランダの重要性を再認識したので、オ
ランダ史の研究者３名、また東欧からの視点
を学ぶためにポーランド史の研究者を招き、
それぞれの問題関心から 1680 年代に関する
報告をきいて議論を重ねた。さらに、コスモ
ポリタンなネットワークを分析のツールと
して用いる可能性について、１７世紀ユグノ
ー史の専門家ロビン・グイン、名誉革命史に
関する代表的研究者トニー・クレイドン、ダ
ヴィド・オネキンク、商業ネットワークの研
究者ルイ・カレンを招聘して、研究会５回、
シンポジウム１回を開催した。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
1680 年代を分析の中心に据える事で、多地域
の研究比較も焦点を絞る事ができ、おおむね
順調に進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
研究が英・仏・蘭が中心になっているので、
ドイツ史、東欧史、南欧史研究からの視座を
得る必要があるだろう。また、宗教・政治・
商業の領域において、変化に時差があること
もより具体的に把握する必要があると思わ
れる。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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